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高齢者施設入所者のおよそ 1割は予防接種にもかかわらず 

免疫反応が極めて弱く、対応が必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆研究者からのひとこと 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

中山教授 

岡山大学学術研究院医歯薬学域（医）総合内科学講座萩谷英大准教授、大塚文男教授、岡山大学研究

推進機構医療系本部中山雅敬教授のグループは、医療従事者、高齢者施設利用者およそ 1900人の抗体

価を測定し３回目接種の効果を検討しました。その結果、70 歳以上の高齢者の中に、追加接種にもか

かわらず中和抗体の産生が全く誘導されない、あるいはほとんど誘導されない方が 1 割程度いること

が明らかになりました。この結果は、一定数の高齢者が予防接種にもかかわらずその恩恵を受けること

ができないという事実を示唆しています。高齢者施設でのクラスターは、今後コロナ対策を考えた上で

極めて重要だと考えられますが、予防接種によってレスポンスしない方を感染後に積極的な治療対象

としてトリアージすることにより、限られた医療資源の有効活用につながりえると考えられます。  

本研究成果は 7月 11日、英国感染症協会の学術雑誌「Journal of Infection」に掲載されました。 

 

高齢者介護施設の方、地元の医師会の方々には本研究を遂行するにあ

たり、大変お世話になりました。様々な背景の方が入所されている施

設では、静脈血を採取して抗体価を測定するのは容易ではなく、本研

究では微量の指先全血を用いて検査をする方法を採用しましたが、施

設の方の協力なしには、成し遂げることはできませんでした。本研究

成果をもって、高齢者施設の運営に少しでも役に立てば幸いです。 

◆発表のポイント 

・新型コロナウイルス感染症の対策として高齢者施設での対応が注目されています。 

・微量の血液を利用し抗体価を測定した結果、ワクチンへのレスポンスが極めて弱い方が高齢者

施設入所者のうちおよそ１割に及ぶことがわかりました。 

・これらの方に対しては、施設でのクラスター発生の際に特段の注意が必要だと考えられます。 

岡山大学記者クラブ 

文部科学記者会 

科学記者会      御中 
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■発表内容 

＜現状＞ 

 変異株による新型コロナウイルス感染症第７波が広がっています。新型コロナウイルスワクチン

接種による感染予防効果は下がってきているものの、重症化予防効果は依然として保たれているこ

とが知られています。その一方、高齢者施設などでは予防接種にもかかわらず、クラスター発生の

際に中等症、重症化する患者が見られることから、高齢者施設での対応が注目されています。 

 

＜研究成果の内容＞ 

 私たちはこれまでに、医療従事者、高齢者施設利用者およそ 1900 人の抗体価を測定し３回目接

種の効果を検討しました。抗体価測定には、微量の指先全血より抗体価を測定することができるキ

ットを利用しました。その結果、70 歳以上の高齢者の中に、追加接種にもかかわらず中和抗体の産

生が全く誘導されない、あるいはほとんど誘導されない方が 1 割程度いることが明らかになりまし

た（図）。その一方、今回調査に参加した医療従事者にはレスポンスが弱い人は確認されませんでし

た。さらに３回目接種前後でクラスターが起きた施設において、クラスター発生およそ１カ月後に

抗体価を測定したところ、中等症・重症化を免れた方の中には、抗体価のレスポンスがない方は一

人も確認されませんでした（図中赤枠）。 

 

図 ３回目接種後の抗体価。70 歳以上の高齢者に、接種にもかかわらず抗体価の反応が極めて弱い（250U/mL）方が見ら

れる。赤枠内は、３回目接種前後でクラスターを起こした施設の生存者の抗体価。全ての被験者の抗体価が３回目接種後

直ちに数千から数万に上昇した。 

 

＜社会的な意義＞ 

 高齢者施設は、これまでにハイリスクと考えられている対象者が多く入所していますが、感染が
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発覚した際には既に感染が広がっていることがあります。また、高齢者施設などでは予防接種にも

かかわらずクラスター発生の際に中等症・重症化する患者が見られ、感染が広がると重症化患者の

増加に伴い医療資源の逼迫につながり得ます。そこで、高齢者施設における効率の良いコロナ対策

が必要となります。そう言った背景の中、私たちの結果は、一定数の高齢者が予防接種にもかかわ

らずその恩恵を受けることができないという事実を示唆しています。予防接種によってレスポンス

しない方を感染後に積極的な治療対象としてトリアージすることにより、クラスター発見の際に対

象者に早期に積極的に治療介入することができ、限られた医療資源の有効活用につながりえます。 

 高齢者施設において全入所者の静脈血を採取して抗体価を測定することは容易ではありません。

私たちは、微量の指先全血から抗体価を測定することによって比較的簡便に入所者の抗体価測定が

可能なことを示しました。 
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■研究資金

この研究は、三菱総合研究所が内閣官房の委託を受けて推進している「ポストコロナ時代の実現
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＜お問い合わせ＞ 

岡山大学 研究推進機構 医療系本部 

教授 中山 雅敬 

（電話番号）086-235-7888 
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